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第 34回近畿外秘皐曾

6月12日午前10時ヨリ名古屋曹科大事聞書館楼上大講堂ーテ開催サレ，次記ノ演説アリ

タリ。（首番幹事名古屋市民病院伊藤祭，巽馨）

1. 血液型検定試薬J；敷種ユ就テ 京府大 木口直二

輸血法ノ一般化並ピニ血液型ニ閥スJL・智識ノ普及ニ俳ヒ，近年我園ニ於テモ血液型検定

試薬ノ護費テ iJレニ至レリ。然Jレニ之ノ製品ニ開シ或ハソノ検定効果＝往々疑念テ抱カシ

ムJレモノアリトノ説テナスモノアリ，依ツテ余ハ血液型‘決定ノ殊ニ輸血寅施ニ際シテ J重

大性ニ鑑 E，内外護費／試薬数種テ得テ之ラ効力テ比較寅験セリ。

余ノ貫験ニ供シタル試薬ハ失ノ6種ナリ n

A. 液朕血清ナ Jレモノ

1. 我外科教室エテ使用ノモノ

2. 京都微生物研究所護資標準血清

3. human blood s巴rum(Le白rleLaboratories, New-York) 

4・ Lアボテスト＇（大阪石津商店）

B. 乾燥血清ナルモノ

!i trocken Haemotest (Staatl. serotherapeutisches Institut, ¥¥'ien) 

8. Lへモタ fフ・..，（東京三共製薬）

右6種ハ何レモ相首ノ効果テ有シ，断ジテ検定効－！｛！；ニ疑念テ云々サルペキモノナシ。然

ルニ何故ヵ、 ｝~· －8＇ テ聞キシカテ考フルニ，或ハ乾燥血清試薬ノ探用シツ、アル試験管法ニ

ヨル凝集反感ノ判定ニ問題ナキヤト思ハル。

元来，凝集反感ノ判定ハ肉眼的ノ iニテ充分ナルガ如キモ，反感f技場ナル揚合，判定ニ

困難テ感ス：·；~ 事アリ．必ス、顕微鏡的判定テ必要ナリトス。故ニ臨廉家ガ翠ニ凝集反感テ検

スJレニハL寸プゼクトダラス寸法ニ依Jレテ可トス。従ツア，！，乾燥血清ニ就テモ， 11アンプー

Jレ寸ニ針シ約：0.2cc＇ノ生理的食燈水テ加へテ溶解セシメ，ヨレニヨリ L才プゼクトクーラス寸

法ニヨリ検定セラレンコトテ提唱ス。

倫コレラ製品ハ，製造後約1ク年内ハ充分ノ効果テアグルモノト思ハJレ。

2. 外科的疾患ト血液型トJ関係ε就テ（第2報） )jr府大 木 口 直

木 久雄
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胤液型ト疾病トノ間ニ何ラカノ開係アリヤ否ヤト云フコトハ未グ定論テ扶ク所デアJレ

ガ，血清製的睦質トモ云フペキ血型ガ髄質素因ニ重要ナ Jレ開係テ有ス Jレ或種ノ疾患ニ針シ

テ？併妾ナ Jレ交ルーテイiツモノニ非ずJレカトハ誰シモ考フ Jレ所デアJレ。

1921 {f-W. Alexanderガ初メテ数段ノ疾患各々50例ニ就テ検索シテヨリ多クノ：設ヨミガア

Jレカ司、グ完全ナ結論ニハ建シア居ラナ九

余等ハ最近，外科的疾患ノ r!:r, ：：.•.性化膿性疾患，結核，病ノ 3種ニ就テ血液型ノ分配率

テ検脊シテ見タ。

標準血清既知ノ似康ナ Jレ A 及 B~Wノ谷々 3-5 人ノ血病テ夫々混和 シ ， 1：~最ノ生J~llfl'·J

食瞳水ト 0.5% ノ；，~lj合ニ石炭酸水テ加ヘタルモ ノテ用ヒ，製作後20日以内ニ使用スルテ常ト

ス。之， JfJL清凝集1買テ可及的平均セシ J，叉濃厚ナ Jレ血清テ用ヒタ ｝I.-時ニ往々現出スル1院

·l~l；凝集反感テ避うーンガタメデア Jレ。而シア寒性凝集反舷テ除去センガタメニ'ifiニ揃氏18）主

以上ノ所ニテ検査シタ。

余等ハ比較ノタメニ京都地方牧民ノ健康者及疾患者合セテ1350名ニ就テ共I仇担分配考古ーテ

得テ， Ottenb巴rgノ所・謂湖南烈ニ， Hirschfel<lノ中間型ニ嵐セ Jレコトテ知ノレ。向血清原（l'・J人

碑係数ハUi2テアツア，日本人平均ノ係数し151ニ凡ソ一致シテ居ル。

l. 念、性化膿性疾患（骨髄炎，腹膜炎，晶様突超炎，蜂筒織炎，纏，筋炎，丹・n，淋巴腺炎等）

2071Jll中 0 49…...・H ・..25,60% A 70・H ・H ・H ・・・35,74% B 55・・H ・H ・・・・・28.01% 人1l

23・・・…・・・…10.64%

之テ一般ノ：分配率ニ較べ、ルト， B型ニ凡6%, AJ3朝ニ凡1.6%ノ増加テ見，叉 B型ハ

0 ~~ョリモ多ク ナリ，以テ 0 ~~I :i1H思考ミノl妙fコトテ示シテヰル。

2. 結桜 132例「fr 0 36・・・・・・……27.犯% .¥ 51…………3:'1.G3% n 29… 

21.96.'.i話 人B 16……・・・・・・12.12%

.¥B型ニ最モ多ク増加率テ示シ， B型僅カニ噌シ＇0, .＼雨却ニ減少テ見Jレ。

3. 栴 53例中 0 l…....・H ・・1.納% A 34・H ・H ・－－…fi-U5% B 12……・・・…22.64%

AD 1; ......……11.32% 

~:Iii ニ就テ ハ Alexander ガ50例中 13. AB :(Wニ多ク， Flamm ハ170例 ~fl, 1型ニ最モ多

ク．本宇｜；デハ樺J蕗96例，中島115例，山原34例，寺田109例，新谷19例ノ報告がアルガ何レ

モ A>B>O‘〉叩ノl順位デ，健康人比率ι比シ， O型ニ齢、イトスル黙ガ一致シテヰ JI.-0 • 

余＇~f I例デハ 0 ~関ハ只1人ノ乱栴アルノ t デ，先人ノ説テ外レアヰナィ。

這加 「11 ~.英太郎

疾忠（殊ニ外科的）ニヨ Jレ赤血球被蹴集1買血清ー凝集1買テ検夜シタルニ， Ltレウ スー1，念・11:

腹膜炎，念・111：骨髄骨膜炎ニ於テ両者jj'何レモ極端ニ低下シタル例テ認メタリ。烈レドモ他
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方重篤ナル疾患ト雌モ必ズシモ雨者ニ殆ンド~l化テ認メサソレモノアリのサレド大開ニ於テ

血清凝集慣ハ確ニ疾患ニヨリアル程度ノ消長アJレモノト信ス’。

質問者中根氏J質問 京府大木円旺

疾病ニヨル魔集1質ノ静化ト云フヨトニ枕テ布、j主モ興味テ感ジ，叉，今後研究シタ fト思

ツテ居 Jレノデアリマスガ， 7亡＊，凝集元及凝集索ハ~~ニ，種々ナ Ji.-fl削＇I：ニヨツア野化スル

モノトサレテヰ？ス。然ラハ，コノ相鐙化スル鹿ノ二ツヲ捉へテ，ープfノ｛閉店テ決定スJレ

コトハ可成問難ナコトト忠ハレマス。如何ナル方法ニ依ツテヰラレ 7 スカ，オ命令ヰシタ f

ト思ヒ 7 ス。

アルー判定ノ人ノ j血球テ常ニ使JHシテヰラレJレトシテモ，然シ．貨店伝説先 ト式 7へ1 モ

ノカ・・n',Jレト忠ハレ？スガ如何。

3. 肝臓機能ト尿L.fミタツオー，... , 阪帝大岩永外科 布f〔間服一郎

1908{pヱンゲ．ヨンド氏ガ人間ノ尿小一L1 iグツ：；！・－；レ寸物質ノ排illtサレルコトテ明カニ

シテ以来， フユールト氏夏ニカウフ 7 ン氏可ーノ研究ニ1/d・L1 t ゲツ寸ール「化合間！ノ :J~i'

ill~ハ肝臓ノ機能ト刊禄J 聞係アル可キテ 11/.'i へ，続々 Ill'人ノ興味テヒクニ到レリ，然レドモ

Jlr-質問ノ密化ヲ主トスJレ疾忠及ピ）除辺校忠トノ問一如何科・＇:h.Y·~ アル ヤ， コノ！？円ノ｜問問ニ

枕キテハ未解決ノ僅ニJ］.干＇f:迄時レリ。

余ハ是等ノ消息テ明カニセントシ， fff賓質境化テW7f'i；忠，！供逝疾患ソノ他数多ノ校忠

テ相針！！（~シ，夏ニ健康尿ニツキ検索シタ Jレニ，押i興味アル車問

報：t；－セントス。

貨験方法 トシテ先ヅ一定貴 IJ;j~ ニ完全ナ Jレ除去内予行ヒ， ソノ後寸 Jlポニツキ，＿1 ~ゲ

ツ才一Jレ寸債ノ測定テ行へリ。

1€E康人／＊.L 1 tゲツオーJレ寸1質

肝資質疾患

！除道疾忠

。7
1.75 

0.2-0.3 

2-3ノ肝臓以外／疾：＇；！；：ニ於テ L1 i ダツオール「f~（ノ I曾減ハ多少之テ？ヌガレグルモ， H「

寅＇t't疾：1＂.ノ場合ニハソノ L1 Eダツ t-Jレ＇I質ハ比シキ精力Hテ沼、j，反之， 1v.1迅ー政：＇£：ニ於 テ

ハ健康1買ヨリモ寧ロ低下セルテ認、メタリ。

以 t之レテ要スルー， fff寅質械能障時アルトキニハ肝臓ニ於ナ JI.-蛋向中間Jfi・llJ.ti代謝l：ニ

境調テキタシ，殊ニL1 t夕、ツオール寸物質代謝エ比シ4動指；テカモシ，臨床上ノ成紅tトシ

ア特有ナルL-'f tグツ 才一Jレ寸｛買テ示スーイタレリ。

右ニヨリ肝賓質疾患ト断道疾患lトノ鑑別診断ニ貢献スル所アルト必ズヤ思考シ後＞！ミノ研

究テ続行スル次第ナリ。
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4・ iヒスタミシーl及Lヒスタミンl様物質定量＝閲スル余等J見解

阪骨子大岩永外科 竹 林

Li  iグツオーJレ1接内し-1 tノ1基ニ向ヒパウリー氏Lチアツ才つ反感テ施行スル際，該反

J態系テ強油性ニ於テ議 ;ILフ才Jレムアルデヒドテ添加スル ト，然ラザJレトニヨリソノ J黄色

反感ガ前者ニ現レズシテ後者ニ認メラ JレJレ揚合，該黄色反感ガL'f tダツ才一Jレ寸接ニ因Jレ

ペキモノナ Jしハ瀬良博士ノ研究＝依リ明カナリ。（瀬良 昭6,11月，日本撃術協曾登表）

余等ハ臓器睦液／除蛋白波（カウ 7-vン・ ヱングル氏鉛糖法）ニ就テj歯性L1 tダツ才一

｝~ "l化合開テLアtールアルコホ Jレ1ェ採取シ．ソノ硫酸瞳テ得，之ニ就キ前記理論ニ立脚セ

JレL1 iグツ才一Jレ「定量法テ施行 シ， ハンナ・ナスレJレ氏比色法ニ因リ比較的簡輩ニLヒス

タtン寸及Lヒスタ Eン1段物質テ定量シ得タリ，検査ニ用フル臓器鰭波ハ1瓦附近テ以アヨヒ

分定量的目的テ達シタリ。

夏ニしア tールア Jレコホル寸部ニ分灘存在セ Jレ油性Li tグツ才ール1化合樟ニ向ツテ直接

ニしヂアツ才寸反感テ施ス事ニ依リー居簡便迅蓮ニ定量シ符タリ。印チコノ法ハパクリ一氏

試薬ニ於う JレLズルフア ι ール寸酸ノ代リニ ErichGebauer Fiilnegg氏ノ推セJレLパラト Jレ

f ゲン寸ア問フルナリ。コノ方法ニ於テ芯起セラレタ ）~ Li iダツオール1物質ハ． ソノ酸

性化合間（ヒスチデン凶）ナル揚合ト油・1:1：：化合閥、（ヒスタ iン）必）ナルトニ依リ，有機溶媒

(Lクロロフす JレムILプチールアJレヨホルILアiールアルコホ Jレ1等）ニ封シ油性Lメヂクム1

下ニ， ソノ：移行性テ異ニスルカi"iH（ニ，之テ検定スJレ事ニ依リ定量物質ガLヒスタ iン寸系ナ

ルヤL ヒスチダ ン1系ナルヤテ容易ニ区別スル.Lj~7作ルナリ。

:{1ノ）i室I・ニ従ヒ，しヒスタ i.;,-－明IJ'.6-'t ノ ii: :hi: ハ可能トナリ，従来ノ 』人；.:n~＋寸叫（ltu山口、 Dale

／（（ピ ；＼ckcrmannil；） ニ比 シ，ソノ数i'i分ノー（自JlチLU:附近）ノ宣ニ於:TJiミ量シ特Jレノ使ア

Jレミドア知レリ。

5. 臓器Lヒスタミシ寸生成J促進ト之ガ中和＝開スル知見補選

阪常大岩永外科 森 川 ｝長 吉

外fl的領域ニ於 すノレ Lヒスタtン1代謝ノ研究ノ一部トシテ臓器カ市Ill菌感染テ起セル揚

{1，臓器内しヒスタ tン寸生成が促進セラル、ャ市ヤ I［：＼］題テ J~t)UJJ シ，夏ニ各臓器ノ L ヒス

タtン－1,J:.J点態度テ比較研究ヒント欲シ，純情元大！Jti1{,jテ月1ヒナ火ノ貨験7行へリ。

貰験tt11. 臓器）尚j枚テ起シタ Jレ壬ノニ也抜商関71.見入セ Jレ場合

賞験第2. 新鮮臓器ト菌関テ混入セル揚合

寅験第3. 新鮮臓器煮沸J:ir!i ヱ ai~·~豊テ出入セ ｝~揚合

;{Iノ寅験ニ依リ大腸菌テ混入セシ揚合ハ然ラザル場合ニ比シLヒスタ Lシ1量多：キ・予知レ

リ。向Lヒλ チヂン寸ハ定量上減少シ， Lヒスタ Eン1ニ鑓化セ Jレテ語Jレペキ成績子得タリ。
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公ハ夏ニLt スタ i ン －1 ~1::成 ノ抑制乃五中和ニ閥ス ）~ 問題テ研ブピセントセリ。臆内ニ於す

JレL ヒ ス タ t ン，） 分布ハ酸乃至Lクローノレ1 ト術J主ナ Jレ聞係アルベキハ演，杭1itii~可暖：l： ノ貨

験｜’l'・Jニ謹明セル所ナリ p 而モLバーゼ1トシテノ Lヒスタ Eン寸ガ館内，臓器内ニアソノ毒性

テ護揮セントスルヤ之が中和乃至抑制的作用物質トシア酸乃至LクローJレ1等テ象グペキハ

理ノ首然ナリ。依ツテ余ハ此ノ方面ノ研究ニ於タル第1ノ問題トシア臓器Lヒスタ iン寸生

成機！手ニ於ナJレ」クローJレ1化合艦ノ態度テ決定セントシテ次ノ貫験テftへリ。

貨験第4. 大腸菌作月1下ニしクローノレ「化合檀ノ；有無テt条例ニトシテLヒスタ iン寸生成ノi態

！主テ観察セリ。

本質験ニ依JレニLクロールナトリウム寸テ加へタ Jレ場合ハ， Lヒスタ tン1量長モ少ク，Lク

ロールカJレチウム＇， Lクロールカリ1 苛；ニ依ツテモ減少スレドモ， Lクロールナトリクム寸

ノ如ク著明ナラズ。此ノ Lヒスタ tン1量ノ減少が抑制ニヨルカ或ハ中和ニヨルカハ向後日

ノ質験ニ待ツ。

6・ Lヒスタ三シ寸反感トシテJLヒスタミシ1代謝

阪帝大岩永M科 佐 1rti f言 責F

cJ_\－教室焔~H：ノ』 4 レウ ス1ニ於タ ル研究並ピニ奥村喜善士ノ熱傷ニ於タル研究ニヨレパ，

主ト シテ牌副腎）除等ニ多量ニ蓄積シ，共他しfレウス1ニ於テハ閉塞下部及空腸内容ニ多量

二誼明セラレタリ，依是槻是生穂ニ於テ過Lヒスタ iン..，;fJ：態J；右目｝但セラJレ、揚合Lヒスタ

iン寸自開ヵヲFンデ蓄積セラ JレJレ臓器或ハ好ンデ排池セラJレル部位ノ；存在スルモノノ如シ．

県シア然ラパ動物ニLヒス タiンつテ輸入シタル揚合ニハ如何エヤト思惟シ，於此底余ハ動

物ニLヒスタ tン..，:7 I之下杭射ノ F二輪入 シ，儒i人lうH11JIJ：：態／~JM世J伏態テ観察 λ ）~ ー，しヒ λ

主 iン1分11iハPl骨しfレク λ ’ノ場合ニ餅似シ，l除1.wr'1-nili脚ニ比lリ］ニシテ内決門壁及似－F邸

内谷（糞）ニ叉；善明ニ表レタリ。

7. 熱傷＝於ケJl-Lヒスタミシ1代謝

阪帝大岩永外科 奥村哲三郎

火傷後）単々急激ナJレ死ノ i縛高官テトリ． ソノ症欣タルヤ主トシテIi位脱症欣ニアリテ宛モ寅

験的」ヒスタ iン・ショック1ノソレニ類似セJレヨリ，火臨死ニ於クJレ本態的物質ト シテ恐

ラク Lヒλタiン寸カA •fi：要ナ Jレ意義テ有スル壬ノナルベシ トノ見解ハ，三二1三， 土工三

ン或ハデー ノし’~；；ノ 研究ニヨリ制々；域？.ii ノ域ニj土シ， ソーJレJ ~II キハ火臨死，自11 チ L ヒスタ

tン1 中毒托ナルペシ ト迄極言シツ 、アリ。

愛ニ於テ余ハ， 碕々ナ JI-純li?lニ熱1長テ辿サシタル貨験家兎ニツ キ，夫々しヒスタ tン寸及

ピL ヒスチヂン1テ定：1：セルー，ー荷I~ テ除キタ Jレ各臓器及ピ開決ニ於テハ11：術家兎ニ比シ，

L ヒスタミン1主1：ハ著明ナ Jd曾加テ示シ， L ヒスチヂン•·：1：： ハ，二三臓総ニ止7 リ相等量 ） ！怜
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j成テ認メタリ。

；タ；ニ是等定量試験直前ノ同一熱i説家兎ノ血液像テ EJI,「 }Lテ著明ナル白血球数過多，

血小板増加テ；J~ シ，殊ニ JIN’｜生Lヱオジ ン寸噌好白血球ハ多数ノ集圃テ形成セ Jレテ認、メタリ。

以上ノ貫験成績ヨリ熱傷死ニ際シテ L1 ~夕、ツ才~；レ1 物1'{ ガ大ナ JI- 聞係テイi ス Jレモノ

ト信ス。

8.骨縫合器材Z闘スJ昨日見補遁 京府大 内 m ・－・－－
』：・．

骨縫合器材／油感性決定ニ閥シヨ久’ノ；f貨店伝手段がアJレ。第1ハ器材挿入後ノ組織ノ組織接

的反感除査，~~ハ試験管内ー於ナ Jレ：t：＇~jご／生化感的反膳検査デアノレ。余ハ後者 1 法ニ依

リ賞験シタ。

先・ヅタ余ハrtJicm，長三仁il1 ナJレ器材テ 4ccI家兎血清，或ハ他ノ；数種ノ血泊三中ニ容レ，

f守一定時ノ後ー水素 Lf司ン1 濃度鑓化テ検査シタヲ共鐙化強度ニ依リ器材テ配州スレノ、

毛穴ノ如クデアJレ。 1) Sn, ~） Zn, 3) 仙、 4) Al, らj Ni, 6) Ag, 7) 不錆 8) 

Lセルロ fド1, 9) Fe, 10.1 九u(c:18), 11) 動物骨， 1:2) 匁：f, 1~~ ； Pt, 1-1-J しベ

ーヶヨ 4ト1等。 (fj;,";j表時）

次ニ凪LT荷＋•ニ i作俳セ Jレ器材ノ匙性テ i試験スベク. 1遡怖い間隔テ置h 各IDL消 1.5crn1 -t 

nw重：W月ノ巌鼠ノ皮下組織ニ注射シ，爾後ノ平均：t{正時間テ測定シ女。

器材酬IAg I Cu j Ni j蹴 lSn ! Zn j Fe j不 鋳JAl I Au / 
生存時間 4 i ・J I lj I 1~ 1不鐙！ タ

日！当照

ク｜タ

胤清内ニi従う 世 ）~銀ノ毒性ハ制ノたヨリ E ｝（ナ Jレ結甚ーダ興味アリ。

〉しニ余ノ 1i へ ｝~組織内諸器材ノ組織J接的反胞；ニ開スル賞胎ハ京都帝大岩田博l二ノ賞験テ

再試シ九？一大及ピ先般ノ成績テ ~iji t F，余ガ骨縫合ニ推奨シタ不錆 （日本整形外科書見曾

第7回棉曾ニア公表）ハ：r；：－或ハ白金ニ充分代用サレ得ペTプアルトノ結，l命ニ建シタ。

｛~主演者自抄ハ英丈ナリシテ以 j-・，：：；；方・ニ於7日本文トナセリ。 原著者ノ意徹底ヒず）~鮪

アラパ， f食ク謀者千よみtノ致ス月iナリ。）

り．アルビー手術J移植骨片J運命＝就テ 京帝大 一七 屋 w 
奇椎しカリエ λl／槻血的療法ノ －｝；・タル アルピー氏手術ノ I~百， ~~~111；’だ起ニ挿入 U L腔’自・

凡力tmMt｝レ経過テトリ， MJI占｜広ノ nrcrサテ主主ス JLモノナ Jレカテ大11:10, 11, 1：？年以来

ヂ術シタ Jレ症例ニツ干 Xt:Jj~t[J買ノ所見テ見Jレ二三大ノ如キ経過テトルヲ説、メ タリ。 ー子等ノ例

ー於テハ X線軍事員ノ結」V:ニヨレパ初メ)ji.J!i赦突起ト移植片トノ接鮪部ニLカル、ス1テ生シ，

何千l：ノ癒i'{oj-ハ4ナ月後何ヨリ始 7 リ!1:T月位ニテ完予？ニ癒合シ移fr/[’門・ノ新生ハ：：？.3ク一月後ヨ

リ始7 リ漸次移航骨 l‘／間ニ線IIたノ間隙テ才キテ線献トナリ，約1ぅfl＇後ニハ線航ノ間隙

消失シ移航·n- 全骨~； l、シテ1、ザテI曾スヲ記、メタリ。
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10. 外科的結稜＝於ケJl,,Lリハーゼ＇Jj省長＝ツキテ（第2報）

阪帝大岩永外科 加l i肱 ・m: 』）~

Berge! (19:!5）ハj林巴球•l~l:L リバーゼ－，Ji容菌作用テ説、メ， え事f~快ニ向ヒツ、ア ）1'結按品

者ニムツフ氏蛋白樟ノ iトナレ）！.－結該菌テ誼明シ，之ハLリバーゼ「ノ作用ーヨリ結按菌表

面ノ Lリポfード1皮質／ i~手解ニ依Jレモノナリト主張セリ。

各臓器」リバーゼ「ハ其性質テ異ニスルモノ z シテ P.Rona及ピ共門下生ハ Lヒニン「，

LアトキシーJレ1ニヨリ之テ謹明セリ，余ハ結綾性患者ノ血清しリバーゼ市占按性組織ニツキ

之テ検セシー．共ニLヒーン寸， Lアトキシール1 ーヨリ昌a明ナ Jレ作mノ抑制テ受タ， Lヒニ
ンr, L アトキシール1ニ針シ同一七IJ'.f ノモノタ；•コト明カトナレリ。

夏ラニ解熱剤，消毒，殺菌，洗維業ノ血清Lリパーゼ1ニ及；J-tス影響テ検セシニ，解熱剤

ハ共何レテ問ハスlリバーゼ＇；作用テ l暗碍シ，消毒，殺菌，洗討議襲ニ於4テハ」ア クリチ

ン寸化合開特ニしリバーノル寸ハLリパーピ寸｜箪碍作用特ニ着：シク他ハイrrJレモ大差ナク中等l主

ノ｜権時作川テイ』スJレテ認J タJレモ沃l!.t化合開，銀化合間ハLリパーゼ－，，軍時作用僅少ナリト

云ブテ得ペシ。向紫外線ーツキ賞験スルー人開二於1－；－常ニ ilH.'.!.:LR ノ絶~；J数ト L リパーゼ！

ft；月1ノ増強テ認，） .とテ動物質験ニア之テ見Jレー I曾減一定セザレドiH~球 ノ 純比l数ト偲Ir<.

／増加テ＊セ Jレモノ叉 Lリパーゼ1 作）IJノ増強テ＊スモノナリ，依之報之紫外光線j！日射ノ

際，障重， i休巴球数テ共指標トナスベキナリ。

11. 膝関節結按J治療方針＝関スルー考察

Cl~·’的』、 ，；·；：）

京府大 問. JI: 'ill: PLI J'!ii 

追加

（防｛前~~；~；＇）

京帝大 主！？ iii,;ち

．
 

川
山
品

追加 名 I~ )_; 芳首 Jh主 if!'. 

＇.＇）；ハ開館 i結桜ニ1・lシテJ交勤手術テ；；,i:i タ。自11 千目立開陥ニ於テ :if ツタ 1 似lハ側節~；Yi7切llJ';

メ Jレコト不完全ナリシ鴻メカ手術後雄孔テ形成シタ。膝開封iニ於テ施行 シタ 2 伊lハ結.！；！~非

常ニ良好デア ツ テ ， •I＇｛~ モ叩純’i'J:闘 ~iii炎ノ時ニ行ツタト同様ニl'..t*5県 -:rt'Jタ。此／手術ノ II.¥'

ニハ t ・・・n1手葦骨ll付宇部テ切除λJレコト Jl必要ダ γJレ。 J'rmハ骨・・M：：ノ｜鋼部品fiH-;-・7守髄

J q.1へ深クi巨人シ I),1} JI, モノアハ Ti~j ノ Ji自照ハナイ。 Jr！治’It I T: J ；，えピ I勾引・’｜ノ附fiij＊~； ,j:吏

がiUモ此ノ手術ニ－~白シテ居 Jレ。

伊藤教授＝封ス＇＂答 京府大 関井雅凶 n1;

本症例ノ骨移値剖i，、右［大！腿’舟ノ下部位！表部ノ病竃近ク fアリ7 ス。

JU士宅ニ於7ifツテJiiivス’肖・移有Ir：法ハ ラハーJレ［¥;)Jj（法テ山本11:ガ改良シタモノテ f リマ
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ス。 ラパーJレ氏lift法ハ

1. 移ti在骨l骨’膜テ除去ス。

2. 移柿ハ病竃内ニ1本ト夏ニソノ近クノ皮下組織内ーモ 11~ テ移航シ， 5ク月後ニ皮下

組織「1-tJ骨片テ除去ス。

：；． 移fill:ハ常ニ病7益rj1ニrrフ。
等ノ諸紛がソノ主要思ljナJレニ反シ，山本氏法へ

1. 移有（［’再・ハ骨股：テ附着セ Jレ？、ナリ u

'.2. 移付［ハ必ズシモ病竃rf1ニ行ハス1附近位康部中ニ行ヒ，皮下へノ移:/1(［ハ行ハス拘随ツ

テ5ナ月後ニ除去ノ必要ナ乙。

可一ノ知ニ於テラバーJレl¥":J)j¥法ト異同テ，司、ムJレモノデアリ＂？／・0

ソノ治癒機1恥、オけ詳カデアリ？センガ，移納骨・I!jil峨ニヨ Jレ充血， ソ／他胤管2新fセ〆力

tl，とカl：喜雪：jy官テ，11メJレ／テ‘ハナ fカト忠：？）・シ？ス。

伊藤教授J追加＝筈 京府大 t!•'[ [Tl －
g
 

P
1
 

・吋，‘ J
r
a
 

－
 －ュ
ι

ラパール氏手術ニ於テ j心部ニ捜孔アリテ高度ノ混合感染ア ｝~際ニ病竃ニ骨片ー テ直接挿入

七ス開fレタJレ場所ニ入Jレ、コトテ；），＼ Eテ効県テ県グッ 、アリ。

12. 所謂謄闘節強直二笠スJi.-Iブッチー「氏手術＝就テ

京帝大横山汗雄

／＇；人ガ円引奈i~M；合ス Jレ所／膝開節ノ運JV;filf.li'J I ii Iニハ． 臨床上一見強直ア星スJレモ／ト雌

モ， f子市Iiiニ険スルトキハ. 1）！；ニ開filifi'iiノ’自りti：癒着テ持メ ルモ／ハ比較的少クシテ， ソノ 多

ケハ附筒i位［が繊維i'j：癒比：テナ スカ，或へ膝閥的ノ運動ニ興Jレ筋肉ノ癒着叉ハ増縮ニヨツ

ア強直ノ 如ク児ユノレモノ多シ。灯、I：ノ見地ヨリ スレノ勺 プ， チー氏ノ {Jl.Jfi~股筋ノ腿延長下

術が長E合則的ノモノト考ヘラルの同氏ノ手術ハ開部而ニ骨・！＇！：癒著ノイがスノレ揚合ニモ必要

ニ感ジテ開rili耐テ露出セシメ，之ニ成）~的操作テ加フル寸ト容易ナ Jレテ以テ此際f’1~ 7 I健延

長ニ伏ツテ夏ニ予術効県テ増大シ作Jレモ ノナリ。

J比較宝ニ於テ大正12 i:f.以来行ヒラ~リ シプッ チー氏手術32例 テ調賓セルニ，臨床上強直子

日セノレモノ J,q例， コノ rj1符・I"!：総詰：ノ鵡ニ開節両ニ成｝践的操作テ加ヘタ Jレモノ 12例，然ラ －＇）＂

Jしモノ（jiJiJ ナリ，他 J14例ハ単純白ノ所見テ県セシモ／ニ シテソ ノ1:f112例ハ開節而ニ底置テ

加へ居ラス＼手術成結子兄Jレニ．強也例ハ下術後入ll)i;日数’｜リ:CJ73.5日退院時ニ於テ開首i可

動・It，、JiH1tt1似ト伸以位 トノ 11flニ〉｜、：EJ55.5度ノぷテイ1スJレニ五レリ。轡縮例エテノ、，平均術

後入｜民日数49.吟f:I，閥符inf動範閣ハ術向Ii平均部.9l主退院時ニ於テ＇I三均7:3.9度テヰiセリ。

街本T，術ニ於テ注：·：：！~ スペキハ後療法ナリ。之ハ事情ノ許ス限リ早期ニ開始 シ， 且充分ニ

長期間行フ必要アリ，腎師ノ熱心ハ勿論ノコト，患者ノ努力，忍耐カ事手術成主主テJc右ス Jレ
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コトニj栄ク留，色、スヘキナリ。

13. 外科的脊髄疾患＝就テ 阪帝大岩永外科 務i 光
ζL. 
4口

最近戎ガ教主ニ於テ脊惟Lカリヱス 1ア｜徐ク，脊髄疾患，手術的治験例6f折！？得タリ， 依

之；該疾患ノ症状，診新，手術並ニ7象後等ニ就テ統計的ニ観察シ，以ア可及的早期診断及ピ

、予術ノ必要ニ言及セントス。

殊・ニ本症例rド脊髄似立・11：：結綾及限局性化膿刊：軟脳膜炎アリ。前i者ハ診断上甚ダ困難ナJレ

モノニシア，従ツア文献史上予術治験例モ極メテ稀ナリ，後者ハ最初屑桃腺炎，中耳炎ニ

モ欠イデ約2週間ニシ汁l事移·JYJ: ニ脊髄陵地症~たテ呈セ Jレ，甚ダ興味アル抗患タリ 。

夏ニ仔髄居者j白石，~if}\ -J 旦セノレ硬膜外脊髄臆蕩ニシアi法府蕩剃~u全治例テモ併セテョ、ニ似

fl-• . , 
II＇、。

14. 脊柱lカリエス「J手術的侵襲 京府 k -* ifi .・11.: DJ 
矢 rn 只荒

！＇：旨。限設病竃テ切除シ， ）..＇！. j- 恰モ肋骨I. カリヱスーIニ Y,\f· スルト同H~ ニ 1生L秀ナ Jレ下術的効

片（テ期待セントス Jレーアリ。

F術操作。 M1Ji直服切開ニヨ Jレ腹膜外術式ノ許ニ以・終ス。此ノ際上1lr.腰椎慨しカリヱス1ニ

シテ腸腰筋股蕩テ形成セJレモノハ之テ破リ，膿蕩内テi1!Jflj｝シタル後，疲：孔テ辿リテ開費約

遭ニ建シ．下位腰惟鴨Lカリヱス1ニシテ，！股背部ニ沈I~年’fl：）践寝テ形成セルモノハ， ｝＼：； ツFー

側脇骨動静脈ノ ー卜，，－雨側ヨリ侵入シテ本棋病竃テ庭置シ， F欠デ腹背部膿傷テ底百九

病道ノ切除ニハ，銑匙テ用ヒテ竹i；患セ Jレ脆弱ナ Jレ骨組組テ除去ス， Jf.Jj· カ ；1.--fi＇・＇）.~ ハ第 1 政

相以下薦骨ニ／えプ範闘ニ於テ可能ナリ。

if: tf:o .'1ji＇.患部骨組織ノ J抑限ハ徹底的ナルrirシ。近1:Jiニ化膿U レ討中巴！隙ノ存作え JI--・1.i:アル

ガM（ニ之テ共ニ除去スルテ嬰ス。特ニ般車ナ Jレ防腐的操作ノ許ニ行フア'.Z!-ス。

荘者苛；ハ一昨年秋以来今日迄5例ノ腰薦推しカリヱス1ニ到・シ斯Jレ下術的位秘テ；i1¥i:' ;it 

'l"fl:良ナ J＂成績テ獲ッ、 アJレ予報；1；.セリ。

追加

（！日1杭1、1m
京帝大 {Jt jfi,.,i q人

筈 Jit府大来 m .1E 男
1. /•; ／~ J ＊＇主品念カラスレハ、第]ff製他

古EナJレテ，；：e.町士引シテオリ ？ス。然 シ勿論j二部／）射ftノモノ ハ下術l’l句操作相常閑難ニfl:Jiクノ デア

リ？シア，下部ニ至ノし杭応ゲ千戸易トナJレモノ デア リ7 ス。先ノ演説ニ Fiiシマ シ骨ヤクニ背

部カラ準ンデ侵製スJレト fフ方法ハ再々モ経験シタ所デアリ 7 スカコ下術野ガ狭ク定分ノ
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底泣テ1111へJレトイフコトニ世｜感ノ結ガアリ，ソ Jr術成績ノ上ニモ前部カラ準ンダモ ノニ
比シテ不良デアルド買がアリマス，吾々ハ須ラク前方カラ準ムト fフ準路テ港プペキデアル

ト寄ジ 7 ス。

~－ 病竃ニ伎襲的庭置テ加へタ後， e舟ノ移植テnフトカ或ハラヴア Jレ氏手術テ行フコト
ニ就テ吾々ハ始カラ考慮ノ中ニ入レテヰルノデアリ？ス，然シ病竃部ニ挿入サレタ骨ノ運

命ニt.J-スjレ懸念，師チソ J骨ガ夏ニ病的ニ慶ジ高一死滅スルコトアル揚合ι 才キ？シテ手

術経路ガ擁痕化セ Jレトキニソレテ再ピ取リ除ク必要ニ~B ラレタ時甚ダ困却ス Jレ。 gp チガrHi

ナ不利テ勝来ニ遺スコトナキヤト 4フ賄テ考慮シテヰルノ デアリ？シテ，コハ慌吊ニ考）＇（

ノ上ナサJレベ‘キモノダト存ジ 7 ス。

15. 無樟性義布斯固定細帯＝就テ 京府大 今津九布衛門

予ハ従来行ハレツ、アル有様性義布斯糊，静（Lギプス 1ノ下敷トシテ綿花，巻軸~·11, L ,;I リ

ヤス＇＇~r テ使用ス Jレモノ）ノ代リニ無静11＝：義布斯糊帯（下敷無シニ直接しギプス1テ首テ Jレモ

ノ）子多数ノ患者ニ施シタル結果， ソノ経験ヨリシテ本法ノ寅施法，イi相手，無傷ノ優劣，適

股；症’t：ニ就テ述ペタルモノナリ。無悌111=：義布斯テ行 7際ノ ！.！：~者ノ前ijl＇.備トシテハJ,,i応ノ •XII]

モ， iFR知塗布守；ハ一切行ハス、＼只Lエーテ Jレ寸ニテ清拭ス Jレノ i ニテ足；~－。叉直接1主腐ニ拡

スJレ屠ハft{来ノ Lギプス1巻軸帯ノf＼リニ狭長.l!f11抵抗i{Longuette）テ使mス，帥しギプスーi也
市出，｛件テ－！'.c:ノ長サニ机上テ郵〔同往復セシJ テ知加形ニ作製 シタ Jレモノテ使用スJレナリハコ

ノLロングツ；－＇テ使川シア先ッー－ F肢ノ場合ーハ初メ厄i曲側ニ._l：肢ノ場合ニハ伸展側ニH;t

.::. ',"if；，）：，：セシメ ， 〈欠デ政ti~部モ縦ニ包摂ス。躯幹，！此閉filjt\f吋；ニハ1盗事1h;:•1：－ ノ併行総ノ上テ包

尚 λ，最後ニ共＿f·. ヨリ Lギ プ スー1在軸－：~~ テ 2-3｝酎庭料シテ ーf｝骨ノ，＿ロング、ツテー1 テ I叫JJ.;: ノ、。

初メヨリ Lギプスl在軸併テ使Illシア境n，螺旋行ニ テ1,-,'1底テ構絡ス Jレ時ハl"JII’dニ多数ノ
鍛喉テ生ジテ不i•f ナリ．必スLロンゲツテ「テ使用人 Jレア要ス。予ハ数十秒1] I’円引f，開M』iJllt

円苛：ι コノ無栂M＝牟しギプス1テ施シア観察シタ Jレー 1例モ憐嬉， Uilc咋苛；ノ降！日』テ＊シタ Jレモ

Iテ誌メ 7ご。

従来ノイi栃i~f:L ギ プ ス「糊，；特トコノ 1！！~悌1'1=1ーギプ ス「トテ比較スル ニュ ，カ·~静~Ht：ノモ ノハ tー ロ

ングツテ1 ノ貼布サへ目立スレパ反ツア操作簡＇W，等航小，殊ニLギソ九ス1糊俳ヨト〉；うlミJi:-11 'i 句

タ Jレ同定ト L~ フ；＼＇｝j ニ於 T ノ、イi替f手，111'.

フ到iハ、4「i，完..JL・ モ／、如シ。

，ζテ要ス Jレニ1ロンゲツデ1サへ｛変JljスレハLギソ崎ス，＝テ直弘氏！内－テ包概スレノ、従来恐レ

タ料簡~｛~ ニ 担手続， u；，，叫｛可； ハik シ テ起スモノニゴ（； だ，従テ問II支ノ・円’:j')j-幣復後ノ r.~1定 ノ際. iJ.¥ 

:ffテ安静ニ保チf'JJレ場合ニハ無様性lーギプス lハ最モ油嘗ナリト考へラJレ。患者ニ多少ノ運

動テ許容スル場合，仔I］へハ歩Hi＿ギプλ 1，先ヲ子｜ゾ｜股開？iii脱日咋ーハ各1定例ニ従ツテ時ニハ



fl'.!2 日木外科賓画第九巻第四被

無得l~t トナシ，時二ハ {f憐佐I: トナステ j直営ナリt ト考フ ルモノナリ。

16. 離温＝ヨル肝臓皮下破裂J綜合的観察 京府大 今 lit 九右衛門

〉泣 1
 
1
 
1
 

}) 

近＊I顕ニ増加シタル自動車事故／中，機過サレタ1ij ニ起レJレ 4 例／肝臓一皮下破裂好I~例

テ作タルテ以テコレガ綜合的観祭テ行 t, ~欠ノ諸黒占ヲ ii:立セルモノナリ。

1. 蝶過ガ直接肝臓ノ直上部デカ！~ク下腹部，胸出ナリシ場合ニ於テモイ~~~ハ起リ得 ）~ モ

／ナリ。

:2. 破裂部位ハ鈍厚ナJレ後而ト下商トノ移行部ニ起JI..-事長モ多ク. ~F薄凪控i~I：・ナル古ii総

附近エ起レJレモノハ1例モ，こテ見フJ。従ツア ー＇H~i的操作店~i ル同期k ナ JレτI~多シ。

:L ~1i：月k トシテ最モ2埼：明ナ Jレハ ；~·11.

祇抗I曾 IJU モ 9了f：ト’句常謹明サレタリ， L シヨツク ·i4;1UJJ：ノイi無，、’診~；Jr上メ4ナ Jレ 1質f也角！~－＼・モ／ト

考－へラ Jレ。叉従来肝臓純子2ノl'Hl'fi'i：欣ト栴サル、腹部1/lHl .. 1·1乱濁＇t'i＇ノ殻f見，イ政裂m；修~ii'i'

，，，~甲欣散？高等ハ予’·~r i 約例ニハ殆ド之テ認メダリキ。従ツテ所謂刊行者i：刊j；ハ線、テ之 7W~ ク

l.h¥ {Iιテモ胞都機；品j支，：1P.J;i：念’，.’lflifll.，服部）J彰i前，不定J)J延長詰’咋テオミセ ）I,場合ニハ肝臓例

到ノ存tr:ハ之テ否定シ得ザjレモノト考ヘラ Jレ。

-L J.:U:J 他本泊二ノ後後ノ、l~fi Jレイ；山ナ 1レ事7えピソノ l11~rl Iエ！；！，＼： テ；事プJレ）i}j"ァリ合リ。

17. 腹腔内出血警合併セル右側腎議皮下破裂

（快席）

18. 小児尿浸潤J1例

二前t:l'f jれ イ、 ~ti号

1~ Jも l十i －l
 
i
 

－
 
－
 ，
 ．．
 ，，． 1・

i余’可；ハ品j丘小児ニ於タル！￥.夜間ノ 1fi1J-JUii¥ 11-1がーツ 1Mill紅白i＂ーテれ胎七リ。

:'J::-K· ノ、） ~1：み／男子ニシテ家朕 ~J：及悦千j：症ニハ1 ’1下スペヰモノナシ。 j色行ハ本fド 1J I '..l!:ll:I 

入jl~~，殻病ハ入＇~~両ij約10 fl 頃ヨリ下胞部ノ疹痛及~~nぷ悶雌ヲ以テ Mi .. リ，入l~t ］~ij 3日出ヨ

リ 2、ニ尿閉テラ~シ疹痛精進シ向井'i＼ テ 仲フニ烹レリハ

之トi11i後シテ新ニl生渡部ニ熔；百if7.＊ シ，とが慌脹鼓A；シ，全身If／：、態.＇.；，1述ニI合J巴ス Jレニ／主

ンデ余’~f ノ病院テラ~訪i セリ。

入院時ノ一般Ill＇態ハ1m,1.- イ；良一シテ，：.；，•； j!J セルJI!、：fi!; r宅シ，川所々兄トシテ令彩、＇Niハ＇lilい

!,'t.1i'1 ·M：ニ肺：m~寝坊；シ， Jf.L.·n

jζ肺・j.；＿ λ。

l'J.f-. 1 JW見ヨリシア昨符織炎テ fl：へ Jレ｝ノ！とi·~il'.'Jj-）~ ，，今断ノ l、ニt自； ニ川Ni·肺併ニテ大小 7illil

ノ切開テ行へリ。組織ハ庚汎ナ Jレ底泡ニ~？1 リ，尿－15<-7 1,¥'-1 A!" ）レ服テ多舟排除セリ。此／救，：.；.~

T術ニモ拘ハ ヨス・敗fill抗強ク術後数時間ニテ途ニ鬼籍エ入レリ。
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/J鹿ノ細菌感的検ままノ結決，連鎖!Jk球菌テ謹l別セルモmu:4ハ遂ニ設見シ得ずリキ。外傷ノ
飢往症モナク剖検ニヨリ外尿道口ヨリ約9糎ノ個所ニ大豆大ノ穆酸石次石テ後見スJレニJえ

ピ之ガ/Jl（困ナル 1 ト ＇l~IJ明セリ。

Kaurmann共他ノ統計ーニヨレパ小児尿道結ィiハ成人 J：）.；＿ ヨリモ比較的多キテ占ムルテ知

Jレ。 i枚エノj、~~ノ b民間及尿浸潤ニ接シ共原因ノ明ナラずJレ揚合ニハ先プ尿道結石テ思考スベ

キモノナリ トf言ス〉

1リ． 肺結按特ε空洞ヲ有スJj,.結按肺J治療方針及ビ治験

京骨子大 正山 省一

余’t： ハ／dJili ニ ~~~1同テイプス Jレ附側目iii結緩ニ左側ノ卒座開胸術肺剥離術ニ続行セラレタル人

工気胸法ト結桜菌Lコクチゲン「注射法トニ依リテ全治セシメタ Jレ治験例ニヨリ

1. 肺結核特ニ宰j同テイlスル揚合ニ於テハ外科的ニ聞jノ一時性萎縮安静テ計Jレベシ。此

ノ目的ニハ余等ハ平鹿開胸術ノ下ニfJハJレ、肺剥離術テ以テ最モ優レタ jレモノト考フ。

:!. ’｜サ民開胸術テ施行スJレ時ノ、町Ii病饗ノ直接視察テナシ:f'.-}Jレヲ以テ，肋膜癒着・ニ向ツテ

｜｜’安全ナJレ日di剥離術』テ行ヒ f'.}.可 ク且父閉胸後JJ何院内残留空気ニ依リテ此際同時ニr完全ナ
Jレ人：（気胸」テ作成シ得可キJi利引テhス。

3. 剥離術ニ依リテサヘモヨt分ニ目的テ迷シれ｝ザルガ如キ桂ノ叫広ノ総着ア jJスJし制緩

！』Iiニ向ツテハ人工気胸1fLrニヨ Jレ治癒ハ行ヒ難シ。

.+. )i)j調胸廓成）肢体j，横隔股＂＼ iljl経捻除法’雪；ハ』iiiテノk久！？ドJニ！頃則ニ師 kシメントス Jレ）iiL

ニシテ治療ノん法が他ニ ア Jレ！＇I、上11~十J） ヨリ此ノ州十 ；b11ミテ掠！刊スJレハ原則的ニ不常ナリ。

5. k-;'i桜夜、kコクチゲンー1ハ1...：例ニ於アハlたドタ Jレト静1Jli1:j/＇］タルト テ問ハズ局所乃玉三？で身

性ニイ1i('fj;ノ副作川テ現サズ，ヨク血淡7itiシ結経毒症以テ帰￥｝：｝シ定慾テ増進スル等Hili結主義

治癒ニ向ツテ卓効テ秦セリ。

6. 結核問jf 治療ニ向ツテ或Jレ一種ノ療法二拘泥スルコトナク，合邸的ナ J~j，出血性，非

削fOL性及ピ特殊免疫性ノ種々ナ；~fi選法テ合併ス Jレコ l、正l：シク ヱドザlj ニ於う J寸n クナルベ シ。

（向詳細IIハリu五時半新誌2779披ア参｝！｛｛アリタ シ）
i@..11日 京がfJ、公 11:1H J定

例i剥離，追加的人工気JJ旬ノ二者ハ先年来横田教校ノ熱心ニ唱道サレタ所テアリ ..:I, Ji', 

4、H新ニ結核」コクチゲン ＇71史）：JJ九向．カ E非常ニ良好ナ1&Wテ得ラーレタ Jレ＇.）＼ニ判 ，j定ク
敬；なテ表シ7 ス。倫ホ結該Lコクチグン寸少：11ttt1J1Jノ,fJ効 ナリシ粧験ヨリ次ノ！mク迫加シ 7

ス。効テ，：，；.1・、イデハナ ラナ イト同時ニ熱心ニ持長ス可キデアル。少クトモ少量注射テ持長セ

ヰパナラヌ場合カゃアJレ。

20. 穿孔性腹膜炎後世症トシテJ肺輔移 京都昨 邸主
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21. 腸血行ト腸運動 京府大 Jiff 川 昌也．

山本明治

余等ハ腸血行ガ腸運動ニ如何ナル影響テ及ポス壬ノナルカテ究J ント欲シ，家兎ニ於テ

血管括搾其他ノ操作ニ依リ腸管部位ニ貧血， i静脈性管血，血行社絶，流血量増大＇1｛ノ血行

鎚異テi立起セシメ，其ノ際ニ於ナルノj、腸運動ア観察セリ。此ノ際腸運動及ピ腸循環i状態テ

lnl時ニ描査制祭シ作5）レ、装置テ考案使川七九

結論テ述プレパ失ノ；如シn

1. 動脈括搾ニ困）~腸ノ貧血ハ，脇運動テ倒メテ刻時間克準セシメタ ）l-後，昔lりjニ之テ

減退セシム。招1-Nテ除去スレバ一過性ノ運動充準テみよシタル後配常＝復蹄ス。

:2. 8JJi管／締流静脈括搾ニ因Jレ望号血ハ腸運動テ先ゾ光準セシ j，徐々ニj成材七シム。循

環J伏態テ信ニ復スJレ際ハ再ピ一過性／運動克準テ件ヒ本来JfU¥態ニ向フ。

3. 1品竹；ノ動静脈テ同時ニ括搾シ，血行テ社絶シタ ）l-際モ，静脈性管凪L／際ト略；J；＂同時

ノ現象テ呈スルモ運動光準ノ期間ハヨリ制ク，比較的建ニ運動減材ニ向フn

-L 腹部大動脈テ綿腸’舟動脈分岐部上方約2糎ニ於テt,fj搾シ，！四作ノ Vft.o'tU1：：ヲI特大セシメ

タ Jレ際及ピ輸血，生訓lf内定縦水及ビリング｝~氏波等ノ静脈l人lii＇易j ニ依リ，随｛’｜：的ニ脱硫泊1

1止テ増大セシメタル際苛；ニ於テハ腸運動ハ't~f常克進ス。

5. l.'J, l二ノ循横紙態ノ！健動ニ隙シテ／似巡動ノ克進へ血液循環ノ皆契ガーツハ機州的

ニリ出直動機ニf,-.jシア令J’t；カノ事11戟トナリ，他b・J(ll.ift自己ノ性；11；ノ！野化カ戸問機能特－＇－.）七ノ活

動興台l士一之父刺戟テ興’リレ℃ノト u七5Jレ。腸運動ノ減料）'J七消失’＼血液循環現象ナ
ル機同的刺戟ノ消失及ビ瓦斯交換ノ失調－＇－f'l0.，；問／機能低ド. t.Jニ腸ノ運動機／興禽七［：低

Fニ財λベキ E ノナリ。

fi. 腸循環境動ニ際シテ若！；起ザレル前記腸巡動質化ハ，主トシテ11品｜占＇＇＂是正動装泣ノ興奮

性如何テi.fチ，之ニ依ツテ替？）レ、モ／ニシテ，此ノ｜際外＊白律11i1[1粧ノ閥wハ倒j テ1j(:;;(J没
ナリ。

'.22. 腸管内塵ト腸運動 京都以 f！~側三次

1lif .J6・ ハ家兎腸管テリンゲルl~l＇.炎テ充シタ JL fij'j子fjj中ニ導キ運動11'/iJ!:~法ニ依リ腸竹内！眠／

腸管運動ニ及3ドス影響テ寅験的ニ研究セリ。腸管ハ内陸ヲ克準セシムノレヤ先ツザ振子；lli動1il¥

盛トナリ，夏ニ漸次内照子充ム Jレ時ハ振子運動i成弱，制動運動強弘次デ；1夜弱等ノ運動密

化~4'1=欠デ起リ. I/お？？ハ途ι不全版J(Jギニ昨lJレテ見Jレ。次ニ脱税；ニ人：1:1’l句二1.1レウス 1テ惹起

ヒシメ. Jt：運動／縫化テtm祭 λ ルー J＼：ノ＇~1ヒハ先ニ脱管内ニシ；：~~試 75羊リ ア 内朕ヲアじ準セシ

JタJLO.'joノ；1j_¥p)j.1；；＇化ト!jfiンドHI一致ス Jレテ凡Jl-，之 Iiレウスl腸作ノ；ill動引化ニJ'-J殿、了じ
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進ノ輿ツア附興七 Jレノi澄ナリ。 三大ニ異常ニ充進セル腸管内腿テ下降セ シノ．尖ノ 運動U化

対Nili:5セシム．凡ニ共米期ノJ場合テ除クノ外腸管、運動ハ漸次復醤恢復シテ＿・1i:常ノ巡動欣態ニ

彼ス Jレテ見Jレ，彼Ii急性腹膜炎及ピしfレクス1ニ於テ誠腸テ呈シ．腸管運動不全ニ陥レJレ

揚合糞嘩誼設が該疾患ニ剣ーシ著シ ク良好ノ結果テ驚スハーハ之ニfk7哲哲哉セル’瓦斯及ピ腸

内容排除セラレ，一方離脱ニ依Jレ周囲臓器／；機械的l障碍除カレ，呼吸及ピ血行l惇碍テ｜徐キ

所謂腸中毒症予防ク・ュ住I ；レ l、雌，異常ニ冗準セ Jレ腸管内~ノ下降ニ依テ腸管湛動漸次fiiPI

恢復セラJレ、ニ囚JレコトlfI＇興ツテ力アリト信ズ。がIホI賞者ハ夏ニ内I!l1!ノ作Jtjニ槻度，薬物，
I批行等ノ及ボス影響テ研究シ，内11v：ニ囚ル巡動叩化ノ＊！態テlりjーセルモ後日夏ニ詳示｜｜卜j長；＇；－

スル庭アルベシ。

23- 費験的1イレウスl二捻ケJI-腸壁」ヱキストラタト－，，血唇＝及ボス影響z就テ

阪帝大岩永外科 立 川 砕

1. 腸作手~J母ノ謀舘＊Lエキス1テ健康家兎ノ耳静脈， Jj'.Qij空並ニ腸壁ニ注射作llJ セシメタ

Jレ場合一般ニ腸閉塞下部ノ毒性弧キテ知Jレ。教室I抗感士／しヒスタ tン1定：市：成績ニ一致ス0

:.!. 血煙Fl海物質テ合ム腸管しエキスー！？存物合イiノ蛍向i的支トシ～FLゲロプリン l側テ除

去シテL アルプ ミン＇fMIJ ニ此テL コロヂクムl牒透析 予行ヒ ， 此ノ透析if~ニ就テ削Jfll盤作用 テ

見Jl・ト公｜リjナルlfll版下1：年テ示スカ.., L アルプ i ン1則 子 1；~； ）；、 ス Jレト lfll勝一ド｜峰作 Ill ハH必メラレ

ヌ。日lLアJレプ tンー！｛則及Lク’ロプリンー＇fttljニj比テ -i i 女ツ ~－ - Jレー＇1fi'.テ見ノレ l、白1i者ハ詰ーlりjニ

政現ス Jレニ反シ，後者ハ殆ンド誼UJIスJレコトガ出来ヌ。

24. 家兎轟様突起Ji林巴管系二就テ 京 府大 M 村謙二

品J協；’だ起炎／病坦Hソノ他ノ研究ニ，賞験動物 トシテ家兎ヵ腿々M1ヒラレル。余モ亦之子

ruヒテヰノc，が， h’Iウモ家兎カー寄油1;r；ナ様デアJレ。ソ コナ家兎テJilヒテ貨験汁jソ場合，
ソノ晶隊突起ノ血；ti勺川iノ朕態トカ，淋巴管系ノ f!j；態テ充分知志シアヰ十 fト，貫験成績

カラノ種々ノ推理，考按ニ謀：nl€ シ易 f コトハlりj カテ 了 jレ。鹿ガ之等ニツ 4 ア／記載ハ従

来絵リ見ラレナイ。淋巴管系ニ就テシラベ‘7見Jレー，Teichm肌 11 （植） Mall （犬）Rauvier 

（白以）等ガ路管ニ就テ検シタノ テ見ノレ丈デアJレ。

1'ハ米兎ノi畠様突起ノi休己管系テ検 シテ見タ，研究プJ法ト シテノn入法，調子fdてパ誌ニ
報告Lタ人間Ii盛様突起ノil:}L'..'/i'i'-J長／・場irトill存々 Iii！秘ず γλ 。ヨレーヨ ツアー大ノ朴ナ灼j・見

テ t~i タノ テ ア Jレ。

1. 次兎／j量級突起ノ淋己管川〉七ツ粘膜）蛍ニ存スJレ粘膜基底制ニ初－.. ）~ 0 

2. コノ粘膜某氏綱ニハfl"¥-Ji管ニ見Jレ椋ナ Zentralchylusgef：司SSニ相常スノlモノハ，；，包メラレ

ナ f。

:3. 粘膜j骨カラ ilf;巴i慮n~~i\ifi:M部 ノー F部7 デノ rm ノ iJ:f;巴ij'；＇ ハ，比較的手ll意デ，内外崎 ／
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間テi主主占ス Jレニ過ギナ f，日11チ縦軸ノ；／ffiliニモ横軸ノ／；・而ニモ交通ハナ 4。

4. 浦胞幽霊）伝部ノ基部113ニハ犬ノ櫨胞1［』デ見ラレテヰJレ級ナ繊細ナi休己行叢テ見ル0

5. 内部ヨリ間膜中ニ建スルj林巴管ニハニツノ異ツタ粧路ヵー存症ス Jレ。コレハ人間ノ説、

合ト同様テーアル。

6. 晶篠突起ト盲腸トノ移行部テハ雨者ノ間ニ直接ノ淋巴管ノ交通ハ見出サレナイ。人

問ノ揚合ハ之ト異Jレ。

7. 間膜中ノ淋巴管ハ’先起トlf-行ニ，之ニ接シテ走行ス。

8. i休巴結節ハ臨間膜淋巴IH~ ニ ii: グ7 デノ経ー過~1-· ニハ見出サレ T カツタ。 コレハ人t11J ノ

揚合ト大1＝異ツアヰJレ。

大韓以上ノ結論カラ人間畠様突超ノソレト比較対比シア病』IJ1接的考察ノ上ニ興味アJL若

異カ’訟メラ レJレ。

I. 結ii命J (3）ニ依ツテ二Y,・＂－） レト家兎ノ貫験的晶様突起炎ノ揚合ハ， ソノ炎例法i阿J倣

ハ，タトヒ同ジ要約二ヨツテ，いiジ場所ーヵラ，同ジ拡ニ起ツタ炎筒デアツアモ，人tmノ揚
合トハチカ、、ツテクル。

ゴ．品t’
，た1出ニ芯J· シ テ？払’ニアル f(Jl支テ i来ツテヰル。従ツテ， 縦割i ノ Ill~きが起ツテ モj休山管ノ 絶判的

ナ遮断テ見Jレヨトハナ fヵー，家兎デ品数テjI フト交通ハi底~~r サレ， i林口道ニヨ Jレ炎筒進行

ハ甚グ疑ハシクナル。故ニー小刻i分ノ化膿性機仲ガアツアモ，全開ノ！峰蹴純炎性問化ハ誕

グ起リ嫌イ。

向車，＇；~ノ場合！嵯々混：urn，浮腫欣トナルハi休山道ノ i塵陶i ーヨ JL iJ・H.＇~ ノ 瀦Wi ト .l ~ フ コト

走大4ニ闘輿シfヰ）l-コトが｝j-9，イ11J'!fカノ影縛が壁一及ポサレルコ l、が巧ヘヨレJレ。

（胤徴主主棋,j,;jll：、見j

25. 移動性盲腸J一新臨床診断法 京併大 岩 城 建

移動性官腸ガ時ェ轟様突超炎 pト 全ク相似タ症~lk テ皐ス ル場合之レノ鑑別臨床診断法トシ

テロ一七ンスタ4ン氏逆羽UV＼ノ存在スルコトテ提唱ス。fWチ氏ノ11へJレ様式ニ従ツテ廻首

都テIll止ス Jレ時腰痛消失叉ハ減退スルコトナリ。ソノ；然λ所以ハ仰臥位ニ於テハ盲腸部ハrE

常枕ニ布リ，多少炎症テ {IスJレテ以テ必ニ腰痛テ感ズルモk側臥1.・r.ニ於アハ却ツア・舟昔話）陪

ニ移動，，，単位シ．従ツア＇－ ...ツク・パーキー氏出iニ於YJレ指雌ハ宗11伝トナレル白勝院ニ加ヘフ

ノレ、結巣，疹痛予感ジ鄭i；キモ ノト推定セラル。コノ新シキ症AA.：針シ新シク別名テ附シ テ

烈ルペキ Eノトl，：λ．然シコ ；!JiEJIJ＼ヵー移動•jl.f： 打開 ノ j診断ニ向 ツテイ11J ノ 秤．度ノ陽性本テ示 ス

カハ今後各プJl師ヨリノ ；J';liil伶1'i ノ成結ニ1~~ ツペ ＼－ 1:ノナリ。

さら． 自然穿破ヲ来セシ小児腐Lへ＇＂.：.ヤ iJ一例 ·,I；~· ノ、

l'. 百t
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11ミ近私ハ小川JIN，へルーヤ 1ガ胞情テ自然ニ穿舵シ， 1.:~ ;Iニ版科：ガ腹壁外ニ露出シタ一例

ニ遭遇シタノデ抜ニ之テ椴告スル次第テアJレ。

患者ハ生後部日目ノ：男子デ分娩異常及ピ遺体的疾患ハ共＝認メラレナ イ。桝併ハ出産後

llfl fヨニ脱落シ．共ノ脱落後ノ ；創商ハ常ニ漁潤セ Jレ矯メ醤；1,~ テ受タタ Jレモ治癒ノ傾向無ク，

一：Ir生後1ク月頃ι ハ！闘しへJレニヤ「テモ形成ス Jkニ至ツタ。該Lへルーヤ 1ハ抑指頭大位デ

Lヘノレニヤ寸費生後月日nニ突然腰部ガ破レテ腸管ノ腹壁外露tHテ＊シタノテ・アJレ。之デ経

常ト見テ十数時間放置セル後余等ノ庭へ連行シタノデアル。

入院時ノ一般AA態ハ高ダ不良デ脈f＇.~ノ如キハヨF ジテ隅診 シ得Jレ程度テ4 アツタ。局所・卸チ

腹部予m見Jレニ腸管ノ大：部分ガ桝部テ中心トシテ腹壁外露出テ米シテヰJレ。 f子制ニ視JレニZぞ、

ムべキ循E員陣E写／無．キノ tナラス

術テf子ツタ。脱IH 口ノ上方ニ約 5糎 ＇ IE~I』切解テn ヒ脱／：H腸管／還納テ施シタ。 J毛ノ！控腹

丹？ト露「II腸"ti； トハ多少繊維性ノ癒着テ替 t 叉脱出口ノ謹縁ノ一部ニハ壊死欣テ呈セ ）~ 部ノ

存スル以外ーハ脱出腸管，爾徐ノ腸管，腹壁，腹腔及ピ内臓等エモ何等異常テ認メナカツタ。

Wi後ハ穐々強心療法テ講ジタJレモ6時間後ニ不幸ノ陣節テトツタ。

足後ニ本例ニ於クJレ腸背2脱出ノ原因エ就イテ考察スJレニ，ヵ、 JI.症例ノ：報告ハ高ダ稀イi

ナル鳩メ比較刻！照ス Jレコトハ困難ナルモ， フfバー， zド、ウデン及ビアJレベルト諸氏ノ旅行

例ノ如ク！喰落， 1お日虫剤使用，的認織炎及ピ腹水等ニPi:¥レJレニ非ズシテ附帯脱落後ノ！難；fiJ 

庇糊カ、川JW·M＝干'lo~抗薄弱部テ形成スノレニ~ 11. nm曜充進ガ動機トナリ テ桃製セ Jレモノト推測
シ作ラレ｝（.，。

27. 小鴻壁二設生セJj,.稀有ナJj,.腫司書＝就テ 神 戸 育旨 出I 江k fリ1

(l!j~稿」、 r{i')

w. 局所麻酔ヲ主トシテ行，、レタル直腸癌12例＝就テ
lit市立病院外科 ニ－!f l"AJ 逸 j、

問 JI I フじ ll)J 

芭脇村・iiノ丁ー術ニハ，現ノト向ホ脅慣上，脊髄嗣i僻テ ：：I：ト シテ月jヒ， 全身刷i酔テ..1rliフガ， コ

ノ JJ・法ニヨ Jレト．全身麻酔ヲヰ日首長時間使刑セネバナラヌ r~ ，， －＝－.種々 ノ合併症テ惹起ス

Jレ場合ガアル。

J千人ハ ・1 I附貼テ＼I余1；スJレ嬬；.) ;'j}近2例／直腸下部ノ焔ア， I ： ト シ テ 1,,·,m·u；~畔ニヨリ

'i LIJIみシ，ソノ j己ラ ザル拙テ存髄跡内十一テ相Ii ヒ， 1n~f1W ニ下術シ j ＇.｝－ 世 ノ デ，コレテ m;1；. ス JLO 

l~；iJ（僻 J ｝；）：！：ハ， 先、／~I~：’ri·直『＇~｝~者 二 t 午ーノ O.. ')o,;; / ＇－－ア ！－＂ レナ リ ン寸 加i'ffil~ テ ii：入 シ . ~ t他

ハJ府庁及ヒ尾I汚l’n-ノ周＼：＇ii.]f~ニ i羽jj(1j，切開線ニ泊フJιH主射デアル。 ~w クシテ手術テ続行シ

テ，終尚子；訴 7 ）レニサi リテ始メテ脊髄M~c酔テ胞ス。向ホ術r1ii Lロツ シユo/ Lパント ホン1



ロ~8 日木外科貧困第丸谷第阿波

leeテ2問ニ分チテit射セリ。

j貯クシテ次／結1i1市テNタ。

1. 2存2例ハ全ク無痛ニ下術シ得タガ，第1例デハ手術ノ末期ニ杓疹痛テ訴ヘタ。然シコ

レハ脊髄麻酔ノ時期ガ早キー過ギタ 1~ メテ’アツテ，之テ可及的濯クセパ責任痛ニ手術Mt* 'J. 

モノト信スール。

'.!. 2例共手術号翌日カラ流動食テ嬬取セシメタノデ，全身欣態モヂ'fl1-・術前ト句ラヌ。故

エ直腸癌テ局所怖静テ主トシテ手術スレパ，手術時／出血テ僅少ナラシム Jレノミナラズ，

術後ノ合併椛テ1虫：シクj虜ジ得テ， T術成績テ良好ナラシム Jレ$＇.fl作賞ナリ n

3. 此方法ハ，，J心者ニ側｛立テ取ラシア置ナバ千五易ニIH＊，クヌー氏術式ニヨ JI-手術ノ際

ニモJ,lll(用出＊）レト思フn

引 先天性顎下腺嚢腫ノー例Z就テ 高知市怖がj院 rn m H'1 杭
小銭｝J日康志

片手f苛；ハ181~ ノ庭女ニ於テ〉むーベヤ｜：顎下1g~環帳ト泌ムペキ一例ニ遭遇シ共臨床的及組織~~

的所見ーツキア遮ペタリ。

'.¥O. 宰丸皮様嚢腫J1 f§lj 大｜況下1・ ~I奇松記

事）Lニ新生物テ費生スルハ比較的拘ナ Jレモノ ニシ；－. ゴノクチ ーテ毛皮fJ襲・慌ノ費生ハ

特ユ隊有ナ Jレモ／ナリ 3 法ニ興味アルコトハ女··J1：生売l(IJJ~ ナル卵日~ .0..ハ！是枝礎豚テ誕生ス Jレ

コト多キニ反シ， !JH'.j：’生瀬｜腺ナJレ＇-'tl丸ニハコレテ発生スルコト拠ゲ稀ナリ。

・：｝＇： ）L皮様嚢臆エ就テノ綿リタル記戴ハ18fifi年 V＜~rneuil ~始Jレ。氏ハ過去lfi（）年Jill ノ文献

中ヨリ蒐メ得タル9f11Jト． コレム自己主F；験例2例ラ加へ合計］（）例n;i,:11必ト シ'J.）~本疾患ノ料j

WI ナノι拍Ji~ テ試 E 世リ。而シテ現今吾人ノ J寧丸皮綴獲肺ニ就テノ知識ノ大部分ハ仇、ヨノ

Verncuil ノ研究ニi.＼＇ツモノナリ。次イデl89off-¥Vilmsハ Verneuil ノ殻表以後ニtt'1j‘ヲル

文献中ニテrn例テ蒐メ， Ohkuhoハmo肘下マテニ設F；.セラレタル文献テ沙撤シテ32例テ越

正シコレニ自己経験例3例テ加lへ．合計3fi例テ得タリ。 1912年 Vcccliiハ Ohkuhoノ蒐集

以後ノ文献ニ就テ3'WIJ7得， 向日己経験例1例テコレニ加へ．夫迄世界ニ殻表セラレタJI-·：~ ＇· 

丸皮』；長選腰ノ伊lハ合計39例ナリト言ヘリ n mm年 Suttnnハ過・1;50年間ニ敵討1・以降ニ於テ
~·~ .h セラレタ JI- 外科早ノ丸－献「11 ーハHi ニ20例 7 P.Jレニ過ギス・，過去2乃年間ノ英岡ニ於テハ

f判例ガ従来：ヒラレタルノ Lニシテ，而モコノウチ1例ハ印度ニ於テ経験セラレタ Jレモノナ

リト』iヒ，が｝氏ハ :f<:jJf）四円ニ於テ nnいthーヨリ T経験ヒラレタル1f卵lニ就テ記杭ヒリ ι

づ？でハオ，；：）.＇flハ勿論敵-;i：：ノ：文献ニ就テ兄ルモ，コレ以上迫力flスベキ例テ琵見シ得ス00 Jlli"7 m・ 
~＇~ニ於テ従＊ff·V三ヒラレタ Jレ’＇t＇：・ ;tu!lrx混肺ノ仔lj ハ多クモ 50例予「I'，デザルペシ。

忠者ハ：.！：l/,,Ji. ノ !JJT ニシテゴ放ノ時ニ刑問ノ者が右側・：~＇.）Ljl少シク府大 t Jレテ気附ク。共



~ 曾 !J2!J 

後水姉モナク，文民シク腫大ス Jレ傾向モナク粧温セ Jレニ~－－3月白if ( l山8午・2月10日）ニ初メ

テ瞥f:1!iJ，；今祭テ受ク共際穿刺ヲナサレタ Jレニ．共以来＊丸ヵ：念激ニ臆大シ，陰i＆ニハ静脈

ノ怒張セJレテ見，感；痛テ訴フJレニ至ル。｛ffシコ／嬉痛ハ2日ーシア去リタれ 2月前 (1928

年3月上旬）ニ再ピ曹師ニヨリ穿刺テ受ナ共際ハ濃様ニ混濁セル液テ出シ．共以来右側J字：丸

ハ異常ニ腫大シテ現在ノ大サトナ Jレ。陰嚢右側宇部ハ超鷲卵大＝腫大シ，表面皮府ハ極度

ニ緊満シ，全ク雛堅テ失ヒテ滑潔ナリ。 Eツ調漫性＝護赤シ表面血管ハ充琵怒張シア其走

1 tハ著明ニ看取セラ Jレ。縄診ス Jレニ約驚卵大ノ腫蕩ヲ縄知1ス。表商卒j骨特別ナル降起テ認

メズ。雁蕩ハ一般ニ緊i前シ，弾力性硬ナルモ所々軟ナル部分テ偶知ス。皐丸及ピ副＇＋＇：） Lハ

特ニコレテ欄知スルテ得ズ。腫務ヲ｝襲ス Jレニ間イiノ撃丸感アリ。精系ニハ著鑓テ認メズ。

以上ノ所見ニヨリ皐丸腫蕩ノ診断 f下ニコレガ摘出テ行フ3 臆蕩ハ周閏組織トノ癒清ナ ク

千五易ニ摘問スJレコトテ得タリ。

摘同シタル腫蕩ハ供覧セル如ク．刷皐丸ハイ了ース Jレモ，主宰：丸ノ大部分ハ嚢腰トナリ，多

:r，：：・ノ毛塊ト附肪性庶弼トノ混合セ Jレモノテ以テi繭サ Jレ。腫傷後縁ノ~.＂＇.自身ノ l享キ部分ハ常1]

而双白色海綿様ニシテ，向事丸質賃ノ遺残セJレテ見Jレモ，薄キ部分ニ於テハ"lj合ンド結締融

制：ノ組織トナ Jレ。肉眼的ニハ街牙叉ハ骨組織ノ；イげfテ認l,) 7；。院内而ハ全両．ニモ髪ノ殻＇＇＇・

セJレテ見Jレ。共費生ノ程度ハー椋ナ ラズ机ナ Jレ部分ア リ，或υ、常ニ旗生セル部分ア ＇）n 院

内l而ハ＇I三滑ナル部分アJレモ，大部分ハ而引H造二シテ内院ニ向ヒテ突IHセル楠々ナ Jレ形）IJ；テ

ナセノレ時起或ハ隈－1時アリ。而シテコノ隣l担或ハ屑降ニハ特＝毛雪量ノ旗生セ Jレテ見Jレ。

腐務テ組織J阜的ニ検ス Jレニ， －｝骨ノ織抑制：結締組織ニヨリテ·：~＇）L腺組織ト境界シ，開場

貯 J 1註モ ~~：薄ナ ）I. 部分ハ繊維it・ノ結締織ノ牒トナリ，或ハ炎症テ旭セル部介ア Jレモ大部分

ハ完全ナル皮！蒔ノ柿itテイiス。自Hf .l:J芝棚胞， 中居f扇子J：皮細胞，角｝骨テ千1シ，ifliHアリ

1主II行腺ハ良ク護i主シ，モ根組織テ凡Jレ。検索1:11[ tーう所ニ制メテ慌カニ (I勾II~的及ピレ 竺

トゲン明的一川説明シ作ズ）’丹組織ノイ（：：｛1：テJ忽メタ JI.'Jトハ肺蕩組織ハ！りl可及ピコレJ ~付属

昨r'I；組織ヨリ成Jレモ／ナリ。

以上要スル ニネ：例ハ：！3高度ノ男子ノ右側中丸ニ稜生セルJltUi葉肺ニ シ テ，主fl織・ヰi(1＇~ニ漸 ク

認識セラ Jレ、程度ノ樹j ア僅カノ骨組織テ有スル外ハ全ク皮肉及ピ共附属探官／組織 J t 

ヨリ成ル所謂輩純it：皮止法震腰ト栴スペキモノナリ n

11. 血管腫JLモレクラー，マグネシウムーl筑剤注射療法＝就テ

（；吹府） 和歌山 松岡疋 ifi 郎

12. 外科的重症疾患Z封スル静脈内持績注入法J成績.：就テ

大阪外科三初病院 ii- n 
タト干刊句』f.jJ,'tjjーをtニ1:.tシテ：［＇；守・ノ考案セ JI.静脈内持続t主人法ハ厭ムペT前lj作「IIヲム包Jス・シ
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日 木外科賛同第九巻第阿波

テ4削 1ト－JI；ニW!X-t,）レ r~Uc テオサパ’｝タルコトテ准ベ‘タリ。

33. 傷染流注膿蕩ト誤診セJI-化膿性腎孟炎z就テ京帝大 有 財1 1家 主大

患者ハ17歳，女子デ入院首時雨下肢ニ弛緩性航海，及ピ直腸勝脱｜暗磯テ作ツタ胸推 lJカ

リヱス 1 症デ X線認買ニハ第G第7胸椎鰹強度ニ破壊シ扇卒トナリ且ソノN4側ニ紡錘形ノ

股蕩ノ陰影テ認メ九

入院6ヶ月後突然悪感テ以テ高熱ラ護シ爾＊不規則ナ間歌熱テ＊シ日日 36。－40°Cテ上
下シ食慾念ニ衰へ全身俗君、感アリ顔面r－.：白トナツタ。昆ー初扇桃腺強度エ疹痛・M＝：腫脹テ辺、メ
タガ外ニ他魔的症欣テ鷲見シナカツタ。数日後扇桃腺炎ハ去ツタガ殻熱去ラズ4-5日後腹

部次第ニ膨満シ 1週間後右季肋下部ニ硬結テ鮪レタ。コ ノ硬結ハ弾力性軟，波動テ謹明シ

腰痛アリ，打診上競性濁音ア聴キ， X線潟県ニハ著費テ認メ得ズ，血液像エ高位ノ白血球

温多 テ讃明シタ， シパシバ尿検査テ行ツタガ膿性尿ノ所見テ見ナカ ツタ。

以上ノ所見ヨリ恐ラクハ胸部ノ；寒凶股蕩ガ後腹膜膝Ij-1ニ下降シ，之ガ・二次的感染テ起シ

テ熱性膿傷テ護セ Jレモノト診断シ護病13日後ペJレク’7 ン氏斜切開ーテ後腹膜腔中ニススン

グガ膿務ナクシテ腎臓ニ病的所見テ認メタカラ之テ摘出シタ。腎臓ハ髄皮＇f't~!U ク犯サレ'Effi

卵大ノ膿院アリ薄イ茨白色ノ膿テ入レ腎五エノj、京大内色腎石3j刈テ鷲見シ輪収管入n肥！享
シ粘膜ハ康開シテヰタ。

郎本伊lハ胸椎 Lカリヱス1 経過中タ？タ 7 常時可動的腎石ガアリシ ι モ:Jiリラズ腎イ1殻f'I:

テ起スコトナク之が輸尿管中彼入シ閉塞シ右側腎ヨリノ排！ぷ不能トナリ二次的感染テj巴シ

テ化膿.，生腎，腎孟炎テ併設セ Jレモ I ト思ハレ Jレ。 Iぷ＊n制ダ1= 1,x所見ノ 1IT~ カツタコトモ珂解サ

レJレガ術後f子捌＝術師IXねiin1rtヲ見Jレト＇i'fィill／毘テ認メ夏エ肝臓機有料金子tテ行ハナカツ

タ事ハ我々テ課診ニ導fタ市ナモノト巧へ ラレル。

~4. 携骨二来レJI-Brodie氏膿蕩．附勲性膿ト寒性膿トJ鑑別診断法

京帝大 lift ’ 

lJHli－ハ'29／~足 J ~·；~：人，何’信忠ム可キ訪問ナク約14Jl r;1iiヨリ任ク向性ノれ過テトリテ挽’！YIイ

端 Handgelcnk ニ近キ部二十日性·n-炎像テ表 シ＊リ ，共ノ X 線｛象ニ於テ局所ニ内Wi'l~i骨ニ

シテ周WI ト I閃カー界セラレタ Jレ＊卯大ノ位~·~テt泌メタリ n ソノ周囲ニハ’ri·硬化／像J証明ー

シテ Brodie 氏符／Jll~病ノ像ニ一致ス。血液内血球数ハE市，ソ／種世flハ粧過良好ナ Jレ 1＂~·1~1:

炎j,'1＇’1-t／像テ示シ．血球沈降注！主IE苛；， WaRI虫干l：。附i床上イ11J底 ：＿＿ -t: 微－，~日中 Jiff.，＇；線竹／ JiJj• 

比ナシ。

手術ニヨル品川所見ハ全ク x~：J~f象ニ一致 シ抗骨・ド端部ニ IJ例年アリ， ソIljl処ニ内年組

織ニテj前サレタ JI，痩孔アリ。

コノ肉！HH市；＇；~ハ更ニ斜 I::J／ニ表｝創刊γドニ海J[J；ニ庁内リ，他心・艇孔ヨリ’ri・1刊ニ；R<. r"Jltn°’I': 
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滑ニ鮒Jレ、ノj、雀卵大ノ＇.，~~if，；］テ i繭ス。コレラ内北：組織中ι ハ殆ド透明ナノレi1k:1］、量テ合ム。 jお

－円・ハナシ。

PE孔及空洞テヨリ鑑腿シ肉芽組織テ取リ去リテijij¥f,-1＼縫合シ手術創ハ第1先月癒合テ替メリ。

帥チ以上ノ如クコノ例ハヨ ク Brodie氏’簡・膿蕩ニ一致ス。

取リ出セシ組織ハ，検鏡上慢性炎症性肉芽組織ノ像テ示シ，結核ヤ徽毒等特殊ノ所見ナシ。

lrllモ Brodie氏背・膿蕩ノ内容ハ時ニ全ク無菌性ニシテ，来性膿H判定ニ困難ナルコトア

リ。此ノ 例ニ於テモ肉芽組織内ノ液テ培養シタル結果，培養基4個ノ内1個ノ；寒天面ニ唯グ

1個ノ白色葡萄欣球菌ノ Lコロニー寸テ見タルモ，コレハ操作ノ不純ニ依Jレモノーシテ it主ハ

無菌性ノモノト考ヘラJレ。此底ニ於テ我々ハ夏一コ／《伐ニ0.5%ノ密lニ石炭酸テ加へ匝1J肢

しう

化 テ認メタ リ内印jチ此ノ肉芽組織Iドニハ蛋白消化素カ、立誼サレタリ。 此／所見 ニヨリ始メ

テ寒性膿ニ非ズシア，急、性化膿菌．ニヨリ起リシモ／ナJレコトノr佐．寅ナJレ4長嫁テ姉へ得タリ。
カク／如ク臨床｝：寒性l臨ト熱性膿トノ判定ニ際シ．ソノ培養ト同時ニソノ蛋白消化ア検

ス ノレ －＊ハ特ニ永キ経過テ取リシ嬬無菌性トナリ居 ）~ トキ，診断上大ニ役立ツモノナリ。又

域安.！－.多少ノ化般車1ガ説明サレタ Jレ揚合デモ此ノ膿乃至組織液中ニ蛋白消化糸工ノ立謹セフ

レずルI出リ病原性ノ忠義ナキモノト云ハザ＇；レ百Jカラス”。

山本例ハ従来ソノ膿蕩ノ判定ニ明瞭テ歓キシ Erodie氏’n腿場／診断ニ際シ勲i!i_膿ニ悼l
イiナJレ組織波ノ；蛋白消化作川テ説シf＇：｝タル例ナリ。向 Brodiel＼；背・服務ハ3-クノ腔’rtニ来
上本例ノ！mク抗’「i・ニ＊レJしそノハ比較的稀iナルモ／ナリ，此賠モ亦タ報告J）レ｛賃値アモ

ノナリ。 f詳細ハ臼本タトヂl賞曲第W｛£~54椛帰械拙若参）!ft アリタシ）

35. 家兎淋毒性膿漏眼ε封スJI-淋菌Lワクチン1トLコクチゲシ寸トJ比較研究

京 帝大 都谷枝寓三角；良rs

次兎ノ結膜テ先グ牛脂汁テ以テ感作シ~後淋菌テ感染セ シム Jレ時ハ試験動物ノ 或Jレモノ

ハ淋毒性膿漏限テ惹起シ得ノレト云フ露西盟書製紙ノ報告ニ基キ，之テ追試シテ，共ノ ；事寅ナ

Jレテ知リ，之テ基礎ト シテ強防及ピ治療雨方面ニ劉スル傍研製淋菌 Lワクチン「／」生「

トし煮寸トノ！稲免疫元ノ効果テ比較シタル寅験結果テj主ベタリ，帥チ

1) 家兎淋毒性膿漏Hl~ ニ 2・l シ生鴻波叉ハ煮波浪（20分） テ鮪HI~治政シタ Jレム生漉波ヨリモ

煮i慮械ノJJ・ノ効巣ガ遥ニ大ナリキ。

2) 家兎淋毒性膿漏fl~ ニ針シ腸宅扶斯~i しコクチゲン寸 ／ 治療効果ハ認J ラレザリ キ。

3'i ! j：ュ祖母校ト煮減液 (1 :20 ／）＇） ト ノ if•療効県テJt較 シ タ Jレニ雨者ノ間二期比ナ Jレ先達ヲお

バ －!f リ －~－。

.+) 7象メ εj: j）..~泌叉ハ；fi:ih~ il主（20うれ テ貯illR シテ自＇1jj長；n7h包シ然Jレ後ilH'li感染テ？？ヒタ Jレ
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ニ煮櫨j佼ノ ；防効果ハ顕著ニ シテ遥カニ生浦、液テ凌駕シタリ。

5) 腸窒J夫新菌 Lコクチゲン1 テ以テノ淋菌感染ニ封スノレ後防完／］＼！！；ハ認メラレダリ キ。

{)) 煮穂波（120分）ノf象防効果ハ生櫨液ト略々同様ナリキ。

以上 F寛験ニヨリ家兎淋毒性膿漏llUノ橡防及ピ治療効果ノ上ニ於テ L'fムペヂン1現象

ガ立謹セラ タリ。

36・ Lスビロヘ『タ・パJI-リタ1ヲ以テJLコタチゲシJ「特殊克安作用二就テ。

名古屋巽 馨

」三国ニ：吉4タLスピロヘータ・パJレリグ寸ノしコクチゲン1ト云フノハ．賞験的ニ徽毒性準

丸炎テ起シテ居Jレ家兎ノ皐丸ノ Lエキス1テ 100度デ60分間煮沸シタモノ デアJレ。之ト同ジ

操作ニヨツテ健常星雲丸カラモ健常事丸がt，浸出液テ作リ刻j照液トシタ。携行経常ナ成熟家兎

／ー側例へバ右側ノ 羊！：丸ーハ凡テ徽毒Lコクチゲン1テ，叉／£側ノ忠世!IIニハ今述べ夕刻話波

テii:射シ，此等絢虚置n射／最終日カラ一定ノ日敢テ経過シテカラ雨ffliJノ皐丸ニ同時同州
ニしスピロヘータ・パJレリダ1 テ接種シア共ノ感染欣態テ比較シタ。 Ji;ノJW見ノ概要ハ次ノ

遁リデアJレ。印チ健常準九ノ煮沸浸出ifげ子テ注射シタ左 ：手：丸ハMレモ一定 ノ淋伏期テ粧

テ例外無シニ定：ftj的ノ鰍毒性率丸炎テ起シ夕方＼之一反シテ徽毒」コ クチグン1ノii：射テ受

グタ右側ノ皐）Lハ少数ノ例外テII；｛；イテ大多数ニ於テ感染限度が倒ク純ク外見i：既ニ一見シ

テklJlllトハ非常ナ差異テt；官、メ？シ タカ1与ノ例肱ハ16個1(.111個Qpf66% :r＂此存ハ微志感染ニ
ますシテlリjカニ批l/Cテ示シタ。残リ ノ5例，印チ31%ニ於fテハ此／現象ハlりjカデナカツタ

ノグアJレが，此塩ニ興味ア Jレコトハ此等 5例パ抗原注射全量ノ少f141 frニ於 f多ク／I',i居

ノ＂I・ J. ~ フ ~·＇.貨 ナ アノレ。

UI：ノJ&J.ttョリF大ノコトが申サレf＼占JI-カト忠フしスピロ へ一女・パルリダ I J Lコクヂゲ

ン寸テ以ア商i底世サレタ家兎／皐九ハ徽毒ノ貰験的感染ニ事.］－シテ顕カニ免疫性テ示ス 1 ト

及ピ本寅験ニ使用セル免疫元用量J範固デハ克疫効果ノ大小ハ抗原注射量ノ大小ト辿行ス

Jレト 4フコト 7アJレ。

ミ欠ニ首然起Jレ問題ハ徽毒Lコクチグン「ノ 注射ニヨツ テ成立シタ家兎皐丸ノ免疫性ハ徽怠

／感染夕、ナニ限ツテ防禦スル性質デアJレカ，ソレト モ他ノ病原菌／感染テモ同様ニ防禦ス

Jレノヵ，夏ニ叉徴f与しコクチグン1ニilfi!ラズ他ノ細菌ノLヨクチグン1ア注射シテモ慨ク｛妓ill;

ノ感染テ防ギ得Jレノデハナ 4ノカ， トfフコトデアJレ。

此ノ 問題 ノ解兵二市ツ テ私共ハ捗（·｝！＼~ ト シ テ疫病原開Lコクチゲン1 テ撰 ンダ。

質検ノ結県ノ概要ハ次ノ 如 ク 7、 アル。 先グ；し兎ノ ／ピノ ’nj:ULハJt:1＆ デ-;t ；· ノ・軒丸ー ダ う 1~~ι

l 】クチチン－，J一定量itて射シタ後， IOIIテ来日テ雨fJ!I］ノ・：？リLニ・i抜1¥i：テJ妾稜シタノ 1 共ノ感

染限度ハ~fi＼ ク ムハ倒卯H'1 HU主デアツタ。然Jレニ店前テ後樋シタ｝恥l司｝；・Jtニ差別－；－ ；，，ニ：.・，：
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i民ニ感染シタ。

二大ニ左ノ率九パ戸時佳トシティiノ率九グクニ痘病原惜しコクチゲン1テ出射シテ後， lOHテ

経テ雨側皐丸ニ痘苗テ接種シタ所が，共ノ感染程度ハ／品Hチf11i底置ノナキ1fハ張ク布自fl+

症療髄コクチゲンテ以テ自Ii底置シ夕方ハ極メテ軽イ程度／痘病感染デアツタ。

然Jレニ痘苗ノ代リニ1:::,rゐt テ接種シア見Jレト，雨側トモ差別ナシニ完全ニ i~－，lj：ニ感染シタ

ノテアJレ。

第 3ニ｜目l一次兎ノギ1皐丸一ハj:;;l_;!kコクチアン1ァ，k._主義丸ニハ痘病Lコクチゲン1テ注射

シテ後，雨［ltiJ皐丸＝i！投毒テ接種シタ所， Jキノ感染状態ハ右ハ極ク極クkハ強クアツ九叉

痘苗テ接種シ 安所，此！立ハ右ハ強クJr.ハ軽4程度デアツタ。

自P チ倣むしコクチゲン「／注射テ受クタ家兎ノ 皐丸ハf1~｛己感染ダナニ｜筏 ツ ア撰律的ニ免疫

・U：テ示スモノデアツテ，痘病ノ感染ニハ免疫性テ示サヌコトカ＇ 'I'llツ九

[(Jjモ此ノ：事寅ハ家兎ノ個性ノ相異トハ無関係デアル。

以上漣ペタ事責ヨリシテチ〈／結諭ニj主ス Jレ。自日チLスピロへータ・パJレリグ.，しコクチグ

ン1 ノ注射テ受ナタ家兎ノ ：不丸ハi後在感染ニ勢］·シテ，明 カ ニ ~~h:YI テ雄山ス ル コトえピj~

I I＿コクチゲンり免官fPllハ他／一般ノ Lコクチグ ン＇I揚合ト［白l様ニ. iii~ 1EナJレ種族特殊

性がイjミメ ノレト f フコト ず ア ）~.· 。

37. 菟疫元貼用＝依JI-皮膚局所兎疫J本態＝就テ

京帝大 若手野 1WP. ill¥ 

.I与尚孝士Fえ沈澱品十ニアソノ iιじ，，＿， ノ 含忘j開~；： ::i度目 (1民同ハ（）＿（）（）（）／白日 ナ JI,黄色葡萄！If＇球長1

11<ピ腸」チ 7 " 1尚ILコク チゲン－iiy；；官；テ次兎！之内・ニ貼用シ， ソノ 皮肉ノ生理的食盛＊しエ

キζI－ヲク「テ付nトシテ試験管内喰碕現象テ除査 シl,;j)JJ/性ニ引を拡f'JI ='.}l貫テ知リ 主
リ。且:2-1時間貼月1ノ揚合カ店売疫性最大ナ h 夏ニーjt:f支物＇（＇［ハ皮Ir守ノ買皮屠ニ，；7：生セヨJレ、

＇.］~テ知リタリ。

以上ノ寅験的事寅ヨリ三五；ノ結論テ得タリ。

1) 無r,¥li開性事＼U尚性此l!l¥テjえ／1守ニ貼用 λ Jレト． ソノ・，：；；；ム！日1所ニI i.同名抗関（1_t ＂／ソー

ンーI) I内：’1－：チ，i:IP、。

~） 奥？ミノ無岸i間性細ft,J'I主抗lボテ貼FJj べ Jレモ同様ニ異名菌ニ~；；］ λJし抗障 J''t生テ認;I• 

中性肉汁 J~fl キ非制II骨I~：抗原テ貼Jij ヘ Jレモ岡村、ニ抗制ll蘭抗鴨ノ！ケ：生テ認ム。

山 以上ノ如キ免疫成立ニ際シ，皮肉ニテハぷlえ婿ニ於ク Jレヨリモ買皮）営ノカ・ニー免疫物

質 ノi室生大ナリ。寸 ／事1'1'.ハ売店ニ参輿スJレ｜：要ナ JI,細胞ハ Ektodermal／キ¥II胞ヨリモ，

J¥ksorlennalノ細胞ナル事テ山：誼 λJLモ／ナリ。

；）凡 人J肉腫及ビ癌腫J生物接的差別 京骨子 1、 ’I' ) ri 1必
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（肘l梢」、；m
39. Besredka J Autivirus，、賓在スルヤ 京帝大 ｜前i ノJi

試験内賞験ノ結果次ノ結論ユ建ス。 B巴国redkaノ所謂 Anti、irusナルモノーハ， Besrcdka 
f主張スルガ如キ，同種細菌；.Spezifischニ作用スル殺菌作用，乃至ハ細菌護育抑止作間

ナJνモノテ認メスユ

所謂 Antivirusニ作スル細菌聾育抑止作用ハnichtspezifischノモノデアツテ，古クカラ

知ヨレテルし培養基ノ衰亡寸ニ基ヅクモノ以外，格別ノモノテ認メ得ズ，故ニ L.¥nliviru♂

ナル名稀ハ製術上ソノ存在テ許ス可カラザルモノデアル。

特別講演最近Ji軟洲外科畢界並ニ第9回国際外科事曾Ji除末
金湾u大教授石 川 昇

特別講演上海浪漫軍兵捻病院：：.~ケ JI-鞍傷病者J；創傷猷況及ヒ治療栴据

日本赤十字社大阪支部 冨 永 貢


